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17 9-30 特殊勤務手当の一部を改正する規則
9- 2 俸給表の適用範囲の 一部を改正する規則
1 - 1 規則の分類の一部を改正する規則
1 - 4 現行の法律， 命 令及び規則の廃止の一部を
c：��） I 改正する規則4 .  i I 2・3 人事院事務総 局の組織の一部を改正する規則 。
s . 1s I 10- 3 職員の教育訓練の一部を改正する規則 。
5 . 25 1  10 - 4 職員の保健及び安全保持の一部を改正する
規則
I 10- 6 職員の元気回復の一部を改正する規則
4 . i I 13 - 2 勤務条件に関する行政措置の要求の一部を
集65～68号 （昭和40年 4 月一 7月〕
目 次
関 係 法 令………………… . . .・E ・－…… ・・ ………一… 1
学 内 規 則
富山大学固有財産取扱規程の一部改正・・ ・・H・H・. .. . 2 
富山大学の宿舎等における 公用電話設置内規の制定…2
富山大学放射性同位元素総合実験室運営規程の制定一3
。 事務分掌内規の一部改正……. . . . ・H・－…. ..・H・. . 4 
,,,, 学U(ljの一部改正－…－…・……・…... . ・. .. ……・・・…4
,,,, 薬学部附属和漢薬研究施設規則の制定・……. . 5 
,,,, 学生会館規則の制定. . . ・H・－－…回目…. . . . ・H・－－－一 5
,,,, 学生会館運蛍委員会規則の制定… … …・・…6
,,,, 学生会館運営学生委員会規程の制定……・・…6
,,,, 学生会館使用規則の制定…・・・……・・…・……一 7
,,,, 事務分掌内規の一部改正・……. . . ・H・－……・…一7
,,,, 物品管理事務取扱規程細則の一部改正…・….. 8 
,,,, 計算センター受託取扱細則の制定...・H・－……・11
,,,, 学寮規則の制定…………… ・・ … －－－… ·12 
タ 学生部寮補導委員会規程の一部改正・…一回…・・13
話 会 議…・・ …. . . . . . . . .. .………………－－ …・・…13
人 事 異 動 …・……－…H・H・－……… …－ －…・ 日14
学 内 諸 報
名誉教授の称号授与・・H・H・. . . ・H・－……H・H・－－……0o•l6
明年 度入試学力検査教科 …・・……・・…・ー……….. 16 
永年勤続者の表彰，．．．．．．．．．．．．．
学内施設の拡充
町議 員 消 息…
主 要 日 誌








．．． ．． ． ．
関 係 法 令
法 律
4 1  物品管理法の一部を改正する法律
69 国家公務員法の一部を改正する法律
82 恩給法等の一部を改正する法律
1 23 日 本育英会法の一部を改正する法律
政 令
llO 物品管理法施行 令の一部を改正する政 令
報 （昭和40年 4月一7 月1
lll 予算決算及び会計 令の一部を改正する政 令 4 . 1 
133 大学設置審議会令 4 . 22 
165 総理府本府組織令等の 一部を改正する 政 令 5 . 18  
171 恩給給与規則の一部を改正する政令 5 . 25 
184 国家公務員共済組合法施行令の一部を改正
する政 令 6 .  1 
196 日本育英会法施行令の一部を改正する政令 6 .  3 
242 国家公務員法の一部を改正する法律の一部の
施行期日 を定める政令 7. 2 
261 人事管理官を置く 機関を指定する政令 7 . 27 
府 令 〔総 理 府〕
24 科学技術研究調査規則の一部を改正する
総理府 令 5 . 24 
25 思給法等の一部を改正する法律附則の規定に
よ り 改定すべき思給の改定及び、請求手続に関す
る総理府令 5 . 25 
省 令
〔文 部 省 〕
却 奨学寄付金委任経理事務取扱規則の一部を改
正する 省 令 6. 7 
29 日 本育英会が特別貸与を行な う 場合の認定方
法に関する省令の一部を改正する省 令 6. 8 
32 教育職員免説法施行規則の一部を改正する省
令 7 . 21
33 文部省の所管に属する不動産及び船舶に関す
る 権利の登記l屈託職員を指定する 省 令の一部を
改正する省 令
〔大 蔵 省〕




の一部を改正する省 令 5 .24 
40 国家公務員共済組合法施行規則の一部を改正
する省令 6. 1 
7 . 30 
規 則
〔人 事 院〕
4 . 19 








8- 12 職員の任免の一部を 改正する規則
10- 2 勤務評定の一部を 改正する規則
16- 0 職員の災害補償の一部を 改正する規則
9- 17 俸給の特別調整額の一部を 改正する規則






〔文 部 省 〕
8 文部省所管旅費規則の一部を 改正する 訓令








s . 1s I よ うに制定する 。
6 . 10 I 昭和40年 4 月 1 日
� ザー
6 . 11 I 富山大学長 横田嘉布衛門
。 ｜ 富山大学固有財産取扱規程の一部を 改正する規程
。 ｜ 富山大学国有財産取扱規程 （昭和33年 3 月 7 日 制定〉 の
1 .  6 I 一部を次の よ うに 改正する 。
1. 1s I 第2条第1 項中「薬学部分館」を 「薬学専門図書室」に
ク ｜ 改め ，「ならびに附属図書館文理学部分室」を削る 。
第4条に次の 1 項を加 える 。
4 .  1 I 2 学長は， 2 以上の部局等の用に供する 固有財産に関す
s .1s I る事務で必要と 認める 場合は， 関係部局長のうちから前
項に掲げる事務を分掌させる ための部局長を定める こ と
ができ る 。
5 . 20 I 第9条第3項を同条第4項と し， 第2 項の次に次の 1 項
を加 える 。
5 . 29 I 3 部局長は， 特に必要がある と 認める と き は， 第1 項お
よび前項の規定にかかわらず， 他部局に所属する職員の
。 ｜ うちから固有財産監守者ま たは固有財産補助監守者を定
める ことができ る 。
。 ｜ 附 則
この規程は， 昭和40年 4 月 1 日から施行し， 昭和39年 6
,,,, ｜ 月 1 日 から適用する 。




正する 訓令 ,,,, 
18 文部省所管旅費規則の一部を 改正する 訓令 6 . 19 
19 教員等の勤務時閣の 特例に関する規程の一部
を 改正する 訓令 6 . 30 
20 文部省本省職員勤務評定実施規程の一部を 改
正する 訓令 ,,,, 
21 文部省債権管理事務取扱規程の一部を 改正す





24 文部省宿舎事務取扱規程の一部を 改正する 訓令 。
25 文部省会計事務取扱規程の一部を 改Fする 訓令 。
26 文部省所管会計経理事務取扱通則の一部を 改
正する 訓令 。











第1条 この内規は， 富山大学 （以下 「本学」と し 、う。〉
の職員のうち別に指定する職員（ 以下「指定職員 」と し 、
う。〕の 宿舎等 （ 宿舎及び職員の 住宅をし 、う。〉 における
公用電話の設置及び管理について 定める も の と する 。
（設置の基準〉
第2条 この内規に よ る公用電話の設置は， 本学の管理運
営上必要と 認める指定職員の宿舎等に対して行なう。
2 指定職員の範囲 は， �IJ表に掲げる と おり と する 。
3 前項の指定職員とな った者が ， すでにその住宅に個人
名義で電話を設置してい る 場合は， 本学がその職員名義
の電話を一時借用して公用電話と しての取扱いをする こ
と ヵ：で、き る 。
第3条 前条によ る もののほか ， 部局の長が本学の管理運






度数料及び市外通話料を負担し， 毎月 これを と りま と め
所属部局の取扱者に納入しなければなら なし、。
2 前項の取扱者は ， 各部局の会計係ま たは総務係とし，
本部にあっては会計課用度係とする。
（設置の解除〉
第5条 指定職員がその職を離れたと きは ， 当 該公用電話
の設置を解除する。
2 第3 条の規定によ って公用電話の設置が認められた者
については， その設置の理由が解消し， ま たは指定の期





1 この内規は ， 昭和40年 4月 1 日から施行する。
2 この内規の施行の際， 現に公用電話が設置されている
も のについては ， 別に指定する もののほか， この内規の
規定によ って設置された も の とみなす。
別 表
｜玉日 ！ 指 定 職 員 の 範 囲
本 部 ｜ 学長， 学生部 長， 事務局長 ， 課長
A主ゐ子一 部 ｜ 学部長 ， 事務長
附属図書館 ｜ 図書館長 ， 事務長











験室 f以下「実験室」と L、う 。〉 の運営については， こ
の規程の定める と ころによ る。
（職員〕
第2条 実験室に次の職員を置 く 。
(1）実験室長
(2）放射線取扱主任者及びその代理者
2 実験室長 （以下「室長」とい う 。〕は学長を も って充
（昭和40年 4月一7月〉
て ， 放射線取扱主任者及びその代理者L以下「取扱主任
者J及び 「代理者」と し、う 。〉 は法 令に定める資格を有
する職員の う ちから ， 放射性同位元素委員会の指名に基づき， 学長が任命する。
3 前項の取扱主任者及び代理者の任期は ， 2 年とする 。
ただし， 再任を 妨げなし、。
（室長〉
第3条 室長は実験室の運営をつかさ どり， その業務を管理する。
f取扱主任者及び代理者〉
第4条 取扱主任者は ， 放射線障害の予防について業務の
指導監督に当たる と と も に関係法 令に定められた責務を
履行する。
2 代理者は ， 取扱主任者に事故がある と き， 関係法 令の
定める と ころによ り， その職務を代行する。（運営委員会 〕
第5条 実験室の 円滑なる運営を図り， かつ ， 放射線障害
の危険を排除するため ， 放射性同位元素総合実験室運営
委員会 （以下「委員会」と し、う 。〉 を置く。
2 委員会は ， 次の各号の委員を も って組織する。
(1）取扱主任者及び代理者
(2）関係学部から選出された教官 各1名
(3) その他， 室長が必要と 認めた教官 （ 8 名以内〉
3 委員会に委員長を置き， 取扱主任者を も って 充てる 。
4 第2項第2号の委員の任期は ， 2年とする 。 ただし，
その補欠委員の任期は前任者の残任期間と し， いずれも
再任を 妨げなし、。
5 第2項第3号の委員の任期は ， 前項に準 じてその都度
定める もの とする。
第6条 委員会は ， 室長の諮問に応じて次に 掲げる事項を審議する。
(1) 放射性同位元素 （以下「同位元素」と し、う 。）の購
入申請に関する こと 。
(2) 同位元素の管理及び実験設備の 改善に関する こと 。
(3）実験室の使用及び研究実施上の注意に関する こと 。
(4）その他， 実験室の運営及び放射線障害の予防上必要
と 認められる こと 。
（委員会の議事〕
第7条 委員会は， 委員の3分の 2 以上の 出席によ り成立
し， 議事は出席委員の過半数を も って決する 。ただし，
可否問数の 場合は ， 委員長がこれを決する。
（施行規定〉
第8条 こ の規程に定める も ののほか， 実験室の運営上 必
要な事項は内規と して別に定める ことができ る。
（庶務1
第9条 実験室の庶務は ， 当分の間 ， 事務局において 処理する。
間 則














同条職員係の分掌事務中第l号を 削り ， 第2号を第1
号と し， 以下 1号ずつ繰り 上げる 。
第3条を次の よ う に改める。












(3) 土木及び建築工事の施工並びに監督に関する こ と 。
凶 土木及び建築工事の検査に関する こ と 。
(5) 土地， 建物及び工作物の維持保全に伴う 工事に関す
る こと 。
設 備 係
(1）設備工事の設計に関する こ と 。
(2）設備工事費の積算に関する こ と 。
(3）設備工事の施工及び監督に関する こと。
(4）設備工事の検査に関する こ と 。
(5）設備の維持保全に伴う 工事に関する こ と 。
(6）電気施設の保全及びその安全管理に関すること 。
附 畏IJ





従来 ， 一般的に建築物造営の場合 ， 電気， 給排水が附帯
した も の と考えられていたが ， 数年前よ り 建築設備が高度
化しているため ， 専門に処理する こ と が施設関係事務運営
学
上不可欠であるので， 営繕係よ り 分離し， 設備係の独立を
必要とする 。
なお ， 営繕係は ， 工営係に名称を変更し， 土木建築及び
工作物関係の設計 ， 積算 ， 工事監理及び検査を担当する。
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の一部を改正する 学則を次のよ う に制定する。
昭和40年 5 月21 日
富山大学長横田嘉右衛門
富山大学学則の一部を改正する 学則
富山大学学則 （昭和25年1 月20 日 制定〉 の一部を次の よ
う に改正する 。
第 5条工学部の項中「および生産機械工学科」を 「， 生
産機械工学科および化学工学科」に改める。
第3 章の章名を次の よ う に改める 。
第3章 教育課程および履修方法等
第17条中「入学を許可する者」を 「本学に入学する こ と
のでき る者」に改め ， 同条第5号中 「その他大 学にお い
て」を 「その他本学において ， 相当の年 令に達し， Jに改
め ， 同条同号を 第 6 号と し， 第4号の次に次の 1 号を加える。
(5）大学入学資格検定規程によ れ文部大臣の 行な う大
学入学資格検定に合格した者
第31条第3 項を 削る。
第35条第3 項および第4 項を 削る 。












2 職員の定員およびその職務は ， 国立学校設置法 ， 学校
教育法およびその他の法 令の定める と こ ろによ る。
第40条から第42条までを次の よ う に改める。
第40条から算42条まで 削除
第50条中「小学校教員養成課程 90名 3 60名 ー
中学校教員養成課程 75名 300名J � 
「小学校教員養成課程 100名 370名
中学校教員養成課程 50名 275名」に




「生産機械工学科 40名 80 名Jを
「生産機械工学科 40名 12 ⑪名 に改める 。化学工学科 40 名 40名」
第72条第 2項中「月額金100 円」を 「月額金100円 （ただ
し，鉄筋コンク リ ー ト造の も のにあっては， 月額金300 円 〉」
と 改め る 。
第17章の次に次の 1 章を加え る 。
第18章 補則








第四条 本学に， 次の短期大学を併設する 。
富山大学経営短期大学部
男lj表第 1 の工学部の項中






この学良I] （改正〉 は， 昭和40年 5月21 日か ら施行し， 昭
〈昭和40年 4 月 一 7 月J
富山大学薬学部附属和漢薬研究施設規則
（趣旨〉
第1条 富山大学学員lj第78条第 2項の規定に基 づく 富山大
学薬学部附属和漢薬研究施設（以下「研究施設」と し、う 。〉
に関する 必要事項は， この規則の定める と ころによ る 。
〈 目 的〉
第2条 研究施設は， 和漢薬の経験的事実に基 づき 近代薬
学的並びに 医学的にその原理を究明し併せてその応用的研
究を行な う こと を 目 的と する。
〈研究部門〕





第4条 研究施設に， 施設長を置 く 。
2 施設長は， 薬学部 （以下 「学部」と し、ぅ。 〉 の教授を
も って充てる 。
3 施設長は， 研究施設を代表し， 縮設に関する事項を統
轄掌理する 。
4 施設長の選考は， 研究施設運営委員会の推薦に基 づき
学部教授会の議を経て学長が行な う もの とする 。
5 施設長の任期は 2年と し， 再任を 妨げない。
第5条 研究施設に， 教授， 助教授， 講師， 助手， 技術職
員及び事務職員各若干名を置 く 。
（運営委員会 〉
第6条 研究施設には， その運営に関する 事項を審議する
ため学部教授会の も とに研究施設運営委員会 （以下「運
営委員会J と し、ぅ。 〉を置く 。
2 運営委員会は， 施設長並びに研究施設に勤 務す る 教














































































































議を経る も の とする 。
附 則
この規則は， 昭和40年 5月21 日から施行し， 昭和40年 4 月
1 日から適用する 。
富山大学学生会館規則の制定







第1条 富山大学に， 学生の課外活動を盛んに して， その
教養を高め， 社会性の発達を助長し， 学生生活を よ り豊か
にする と と もに， 学生相互及び学生 ・ 教職員聞の人間関係
を緊密にし， かっ，学生及び教職員の厚生福祉を増進する
ための中 心的施設と して， 富山大学学生会館〔以下 「会
館」と し、う。 〉を置く。
（職員 〉
第2条 会館に， 館長， 主事及び館員を置く。
2 館長は， 学生部長を も って充て る 。
3 主事は， 学生課長を も って充て る 。
4 館員は， 学生部の職員を も って充てる。
第3条 館長は， 会館を管理運営し， その事務を 総括する 。
2 主事は， 館長の命を受け， 館員を指僚監督し， 会館の
事務を 処理する 。
3 館員は， 上司の指揮を受け， 会館の事務に従事する 。
（運営委員会〕
第4条 会館の 円滑な る運営を期するため， 会館に， 富山
大学学生会館運営委員会を置く。
2 前項の委員会に関する規則は， 別に定め る。
（使用規定〉
第5条 会館の使用に関する規則は， J}ljに定める 。
附 則
この規則は， 昭和40年 6 月 1 日から施行する 。
富山大学学生会館運営
委員会規則の制定
富山大学学生会館運営委員会規則を次の よ うに制定 す
る 。




第1条 富山大学学生会館規則第4 条第 2項の規定に基づ
く富山大学学生会館運営委員会 L以下「委員会」と し づ。〉




(2 ）学生会館の諸設備の維持管理に関する こと 。
(3) 学生会館の経理に関する こと 。
性）その他， 館長が必要と 認めたこと 。
（組織〉








(6' 学生の文化関係団体から選出された学生 2 名
(7) 学生の体育関係団体から選出された学生 2 名
2 前項第 2 号の委員は学長が任命し， 任 期 は 2年 と す
る 。 ただし， 補欠委員の任期は前任者の残任期間と し，
いずれも再任を 妨げなし、。
3 第 1 項第 5号から第 7 号までの委員は学長が委嘱し，
任期は当該年 度限りとする 。ただし， 前項ただし書の規
定は， 本項に準用する 。
（会議〉
第4条 館長は， 委員会を 招集し， その議長と な る 。ただ
し， 館長に事故ある と きは， 館長の指名した委員がその
職務を代行する 。
第5条 委員会は， 必要の都度開催する 。 ただ し， 協議事
項を示して 3 分の 1 以上の委員から開催の要請があった
と きは， 館長は委員会を 招集 しなければならなし 、。
第6条 委員会は委員の 過半数の出席がなければ開会することができなし、。
第7条 議長は， 必要がある と 認め る と きは， 委員以外の
者を委員会に出席させる ことができ る 。
（幹事〉
第8条 委員会に幹事を置き， 学生会館係長を も って充て
る 。
2 幹事は， 委員会の事務を処理する 。
（学生委員会〉
第9条 学生会館の効率的な利用を図るため， 委員会の も
とに運営学生委員会を置く。
2 前項の委員会に関する規程は， この規則の 細則と して
別に定める 。
附 則










員会規則」と し 、う。〉 第 9条の規定に基 づく富山大学学
生会館運営学生委員会 （以下「学生委員会」と し 、 う。〉




第2条 学生委員会は， 富山大学学生会館運営委員会 （以
（昭和40年 4 月 7 月 〉
年 末年 始 （12月29日 ～翌年 1 月 3 日 〉
（使用手続〉
下「運営委員会」と し う。〉 の方針に基づき ， 次に 掲げ ｜ 第4条 会館の次に 掲げる施設 （以下「指定室」と し 、ぅ。 〉
る事項について協議し， 実施の 准進を 図る 。
(1）行事に伴う施設の使用に関 する こ と 。
(2）課外活動に伴う施設の使用に関する こ と 。
(3）施設の利用 状況に対する調査及び統計に 関 す る こ
と 。
(4) その他， 運営委員会で特に必要と 認めたこ と 。
（組織 〉
第3条 学生委員会は， 運営委員会規則第 3 条第 1 項第 5
号から第 7 号 ま での委員を も って組織する。
第4条 学生委員会に委員長を置き， 委員長は委員の 互選
によって定める。
2 委員長は， 学生委員会を招集し， その議長とな る。 た
だ し， 委員長に事故ある と きは， 委員長の指名した委員
がその職務を代行する。
（会議 〉
第5条 学生委員会は， 必要の都度開催する 。
第6条 学生委員会は， 委員の 過半数の出席がなければ開
会する こ とができな し 、。




こ の規程は， 昭和40年 6 月 1 日から施行する 。
富山大学学生会館使用規則の制定
富山大学学生会館使用規則を次の よ うに制定する 。




第1条 富山大学学生会館規則第 5条に基 づく 富山大学学
生会館 （以下「会館」という。 ） の使用に関する必要な
事項は， この規則の定める と こ ろに よ る 。
（使用資格 〉
第2条 会館を使用 する こ とができ る者は， 本学の学生，
職員及びその他館長が使用を認めた者とする 。
（開館 日等 〉
第3条 会館の開館時間及び休館 日 は，次の と お り とする 。
ただい館長が必要と 認めたと き は， この 限り でなし 、 。
開館時間
夏季 （ 4 月 1 日 ～10月31 日 〉 午前 9 時 ～午後 7 時




を使用しよ うとする と き は， その責任者が所定の使用願










第5条 会館の各室の 鍵は，会館事務室において管守する 。
（物品の使用 〉
第6条 会館の 物品のうち別に 定め る も のは， 所定の 手続
を経て使用しなければならな し 、。
（損害の賠償）
第7条 会館を使用する者が， 施設並びに物品を 損傷し，
又は亡失したと き は， その 損害を 賠償しなければならな
い。 ただし， 館長がやむを得ない事情がある と 認めたと
き は， 賠償の額を 減免する こ とができ る 。
（学外者の使用）
第8条 学外者が会館を使用する と き は， こ の規則に定め





(1 ) 火気の取扱いに注意する こ と 。
(2）所定の場所以外で喫煙を しないこと 。
(3) 会館内の清潔， 整頓に留意すること 。
(4) 備付け物品を 無断で移動しないこと 。
(5）所定の場所以外に 掲示， 貼紙等を しない こ と 。
(6）指定室等の使用者は， 許可条件を守 り ， 使用後は戸
締り その他後始末に留意する こと 。
（使用の制限 〉
第10条 この規則に違反した場合は， 施設並びに物品の使
用を中止させ， 又は使用の 許可を与えないこ とがある 。
附 則









富山大学事務分掌内規 （昭和39年 2 月 10 日 制定〕 の一部
を次の よ うに改正する。
第 4 条に次のl項を 加える。
学生会館係
(1）学生会館の施設及び設備の維持， 整備並びに使用に
関する こ と 。
(2）学生会館の行事の企画に関する こと。
(3）学生会館の経理に関する こ と 。
性）学生会館運営委員会に関する こと 。
(5）学生相談所の事務に 関する こと 。
(6）その他学生会館の事務に関すること 。
附 則











富山大学物品管理事務取扱規程細則 （昭和35年 4 月 22 日
制定〕 の一部を次の よ うに改正する。
題名を次の よ うに改める。
富山大学物品管理事務取扱細則
第 5条中「分類表および細分類表」を 「分類および 細分
類」に改める。







2 前項の協議には， 物品管理換協議書 2 通を相手方の物
品管理官等に送付する もの とする。
3 物品の管理換の協議に同意する物品管理官等は， 前項
の協議書に押印のうえ1 通を 返送する もの とする。
第16条の見出しを 「 （管理換の通知〉」に改め ， 同条第
1 項を次の よ うに改める 。
物品管理官等は， 前条の規定に よ って物品の管理換を




第17条中「別紙第 9 号様式Jを 「別紙第 8号様式」に改
める 。














第31条第 1 項第 1号中 「1 人の職員に専 ら 」を 削り ，
「厚I]紙第16号様式の物品専用簿」を 「別紙第14号様式の物
品使用簿Jに改め， 同項第 2 号を 削り ， 同項第 3 号中「J]lj
紙第18号様式」を 「別紙第15号様式」に改め， 同号を同項
第 2 号 と し， 同項第 4 号中「別紙第19号様式」を 「男lj紙第
16号様式Jに， 「JJiJ紙第20号様式」を 「別紙第17号様式」
に改め， 同号を同項第 3号 とする。
第32条第 1 項中「別紙第 21 号様式」を 「別紙第 18号様
式」に改める。
第33条第 1 項中「3 月 31 日 」を「5月31 日 」に改め， 同
条第 3項中「別紙第22号様式」を「別紙第19号様式」に改
める。
別表第 1 文部本省の項中「国立文教施設 整 備 費」を 削
り ， 同表国立学校の項に「施設整備費」を加える。
別表第 2 機械の項中「物品」を 「諸種の機械類」に 改
め， 同表図書の項中 「学校図書館で使用される」を 削り ，
同表標本の項中 「教育研究等の用に供する 」を 削り ， 同表
被服及び寝具の項中 「貸与または供用する」を 削り ， 同表
原材料品の項中「建物の工作物」を「建物工作 物」に 改
め ，同表貴金属の項中「教育研究等の用に供する 」を 削る 。
別表第 3事務局 ・ 学生部の項中「事務局および学生部」
を 「事務局， 学生部および経堂短期大学部ならびに計算セ
ンタ ーおよび放射性同位元素総合実験室」に改める 。
別紙第 1 号様式を別紙①のよ うに改める。
別紙第 2 号様式を別紙①の よ うに改め る。
別紙第 5号様式を別紙①の よ うに改める。
別紙第 6 号様式を別紙④の よ うに改める。
別紙第 7 号様式を削り ， 別紙第 8号様式を別紙第 7 号様
式と し， 以下別紙第13号様式ま で別紙様式を 1 号ずつ繰り
上げる。
- 8ー





別紙第18号様式を男lj紙第15号 様式と し， ,'5iJ紙第19号様式




1 こ の 細則は， 昭和40年 7 月 1白から施行し， 昭和40年
4 月 1 日 か ら適用する 。
2 この 細則施行の際， 現に使用中の用紙は， 当分の閉そ
れを取繕い使用する こ とができ る 。
別紙第1号様式














































｜ 請求部 局名i 官 ｜
｜ 規 i
！格 ii司｜ 価 i
｜ 分 類
ロBコ口 出 車内 官
年 月
















取 扱 者 消 耗 品
係
出｜受 領｜返
｜物 品 供 用 官 ｜ 使
日 ｜ 年 月 日
帳｜物 品 出 納 簿 記 帳！物 品
目｜ 年 月 日
格｜ 円｜納入｜
類 ｜ 種 類 ｜ 記 号 ｜ 番
［ ｜  
年 月 日
供 用 簿 記 帳
年 月 日






物品出納簿記帳｜ 年 月 日
物品供用簿記帳j 年 月 日
物品管理官印｜ 年 月 日
｜通知番号
｜ 第 号






























① 下記のとおり管理換したい（受けたしうので，協議します。｜｜ �c 
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報551u I昭和 年度｜部局名｜ ｜ 
？｜部局長｜ l！���！I I：�� 州問｜何言覇軍司品
別紙第14号様式
別｜｜ 




物 品 使 用 簿
〔昭和40年 4 月 7 月 〉
定 伺 1�令




｜｜｜ 使年用月開始日 ｜ ｜｜ 問口 目i数 量 ｜ 記号｜番号 ｜使用 者 氏 名
物 品供用 官 名







【改正理 由】次の と お り 関係法 令の 改正があったため。
（イ） 物品管理法の一部 改正 （40 .4 .1法第41号J
（ロ） 物品管理法施行 令の一部 改正（40 .4 .1政 令110号〉
付 物品管理法施行規則の 一部 改正 （40 .4 .1大蔵省 令
19号〉
（弓文部省所管物品管理事務取扱規程の一部 改正
(40 .5 .29文部省 訓令第16号〉
富山大学計算センター受託
取扱細則の制定
富山大学計算セン タ ー受託取扱細則を次の よ うに制定す
る 。
昭和40年 7 月 7 日
富山大学長横田嘉右衛門
富山大学計 算セン タ ー受託取扱細則
f趣旨〉
第1条 こ の 細則は， 富山大学計 算セン タ一規則 （昭和40
年 3 月15 日制定〉 第 6 条に基づき， 富山大学計 算セン タ
ー （以下「計 算セン タ ー 」 と し、 う。J が， 委託に応じて実
施する計 算 （以下「受託計 算」とL、う。〉 に関して必要な
事項を定める こ と を 目 的とする。
（委託者の 資格〕
（｜第2条 計 算セン タ ー に計 算を委託することができ る者は




(2）その他富山大学計 算セン タ ー運営委員会 （以下「運
営委員会」と いう 。〉 の 承認した者
（受託計 算の種類〉
第3条 受託計 算の種類は， 次の と お り とする。
(1）既成のプログラ ム によ る計 算
(2) プログラ ム のテ ス ト
(3）その他運営委員会が承認した計 算
（委託の 申込〉
第4条 計 算センターに計 算を委託 しよ う とする者は ， 所
定の 申込書によ って， 毎週水曜日 ま でに室長あて次週の
分を申し込むものとする Qただし， 室長は， 計 算セン タ
ー の業務に支障がないと きは， 随時申し込みを受付ける
こ と ヵ：でき る 。
第5条 室長は， 委託計 算と して適当でないと 認めた と き
は， 前条の申込みを受理しな いことができ る 。
〈計 算の実施）
第6条 受託計 算の実施は， 第 4 条の 申込みに基づき ， 室
長が実施時聞を割当てる も の とする 。
（計 算結果の引渡）
第7条 受託計 算が終了した と きは， 室長がその旨を委託
者に連絡する も の とする 。
（計 算の費用〕
第8条 受託計 算の実施に要する 費用については， Jjljに定
め る 。
（プログラムの提出〉
第9条 委託者は， 受託計 算についての問題プログラ ム及
びその実施結果について， 記録を提出する も の とする 。
（補則〉
第10条 この 細則の改廃は， 運営委員会の議を経て行な う
も の と する 。
間 則
この 細則は， 昭和40年 7 月 7 日 から施行し， 昭和40年4
月 15 日から 適用する 。
【 申合せ事項】
計 算セン タ ーの拡充を図るため， 次の申合せをする 。
(1 ) 委託計 算の結果を含む研究論文の公表には ， その末
尾に「富山大学計 算セン タ ー 」で計 算を実施した旨附





第1条 この規則は， 富 山大学学則（以下「学則」と し、う 。〉
第72条の規定に基づき 富 山大学（以下「本学 」と し、う 。〉
に置く 学生のための寄宿寮（以下「学寮Jと L、う 。〉の
管理等について必要な事項を定める も のとする 。
〔設置の目的）
第2条 学寮は， 学生が自ら共同生活を通じて規律ある社
会性を酒養する と と も に， 修学の維持を容易な ら しめる
こ とを 目 的とする 。
（学寮の名称）




第4条 学寮の管理責任者は学生部長と し， その事務は学
生部厚生課において 処理する 。
（学寮補導委員会〉
第5条 学寮の管理運営に関する事項を審議し， かつ ， 寮
生の補導を 円滑な ら しめる ため， 本学に， 学寮補導委員
会を置く。
2 前項の学寮補導委員会に関する規則は， J)ijに定め る 。
f学寮の自治〉
第6条 学寮の 日常生活は， 寮生の 自治によ って自律的に
規制する も の とする 。
2 寮生は 前項の目的を達成するため自治規則を作成し
学生部長の 承認を得る も の とする 。
3 前項によ る学生部長の承認は， 学寮補導委員会の議を
経て行な う もの とする O
4 第 2項の自治規則を改廃する と きは， 前 2 項の規定を
準用す る 。
（入寮〉
第7条 学寮は， 本学学生に限 り 入寮でき る も の とする 。
第8条 入寮希望者は， 入寮願に家庭調書を添えて学生部
長に提出し， その許可を受けな ければならなし、。
2 前項の 願L、出があったと き， 学生部長は寮生の意見も
聞き選考の う え入寮を許可すの も の とする 3
3 入寮を許可された者は ， 所定の入寮誓約書を保証人連
（到計 算セン ターは， 委託計 算のプログラ ム について説 ｜ 署の う え提出しな ければならなし、。
明を求め， また委託者の同意を得て， その結果を発表 ｜ 第9条 入寮の時期は， 学年の 始め とする 。 ただし， 入寮
する こ とができ る 。（富山大学計 算セン タ一運営委員会）昭和40年 6 月21 日決定 ／ 
富山大学学寮規則の制定
富山大学学寮規則を次のよ う に制定する 。
昭和40年 7 月30 日
定員に欠員がある と きは， こ の限 り でな L、。
（退寮〉
第10条 退寮希望者は， 学生部長に願い出て， その許可を
受けなければな らない。













められる者があるとき， 学生部 長は， 寮生の意見を聞い
て退寮させることができる。
（施設等の保全）
第13条 寮生は， 学寮の施設， 設備等の使 用， 保全及び火
気の取締り等については， 大学の定める規則を遵守しな
ければならなし、。
2 寮生が， 故意、又は重大な過失により， 学寮の施設設備
等を損傷又は紛失したときは， 大学で認定した金額を弁
〈昭和40 年4月 一7月〉














I 富山大学学生部寮補導委員会規程の一部を改正する規則償しなければならなし、。 ｜ 
｜ 富山大学学生部寮補導委員会規程（昭和 37 年4月 27日制（光熱水料等の負担〉 ｜ ｜ 定〉の一部を次のように改正する。第14条 寮生は， 学則に定める 寄宿料のほか， 寮生活を営 I














































(2）電 気 料 居室で使 用する電気， その他寮生の私
生活のために使 用する電気の料金。寮
生の炊事のために使 用する電気の料金










第1回 評 議 会 （4月16日〉
（議 題）
1 .  工業化学科の補欠入学について
2. 経済学専攻科入学志願者について
3 .  教育学部転入学志願者について
（報告事項〕
1. 職員人事について




3 .  大学祭の期間ならびに休業について




1 .  学則の一部改正 （案〉 について
2 .  薬学部附属和漢薬研究施設規則IJ （案〉 について
3 .  学生会館規則 （案J について
4 .  学生会館運営委員会規則 f案） について
5 .  学生会館運営学生委員会規程 L案〕 について




1 .  学生の懲戒処分の解除について
第4回 評 議 会 （ 5 月28日 〉
（議 題〉




5 .  工学部の学科新設及び学科拡充によ る計画について
第5回 評 議 会 （ 6 月 11 日 〕
（議 題〉
1 .  教官人事について
2. 予 算 審議に関する委員会の構成について
3 .  本部決算の事前調査について
,,,,,,, ザ」
第6回 評 議 会 （ 7 月 2 日 〉
（議 題〉
1. 附属図書館工学部分館長の選考について
2. 昭和41年度歳出概 算 要求書 L案〉 について
3 .  昭和40年度当初予算配分 （案〕 について
4. 昭和39年度本部経費決算について
第7回 評 議 会 （ 7 月30 日 〉
（議 題〉
1 .  教官人事について
2 . 寄宿寮規則l c案〉 について
! 3. 学生部寮補導委員会規程の一部改正 （案〉 について
4 .  昭和41年度入学試験について
付） 学力検査実施教科 ・ 科目について
（吋 学力検査問題作成主任委員の推せんについて
5 .  昭和41年度大学院薬学研究科学生募集要項について
5 ·  富山大学歌の制定について
7 . 「能研テス ト 」 追跡調査について, 8. 昭和4峨特別昇給 （教官分〉 定数配分 （案） にっし
て
（報告事項〉
1 .  第34回国立大学協会総会及び国立大学長会議について
2. 教官人事について
3 . 新寮の竣工式及び開寮式について
人 事 異 動
現 官 職 ｜ 氏 名｜ 異 動 内 d廿� ｜ 発 令年月 日 ｜ 発 令 庁
｜ 木 村 康 一 ｜ 教授 （薬学部〕 叫用する 1 40 . 4 .  2 i 文 部 省
キ薬 学 部宇 ｜ 木 村 康 一 ｜ 和漢薬研究施設長に慨する � 。
も み $f I 中 村 良 郎 ｜ 教授Uこ昇任させる 1 40 . s .  1 I 文 部 省。 ｜ 藤 木 二 与 ｜（教 育 学 部） イシ 。。 ｜ 頭 ！｜ ｜ 徹 治 ｜。 � 。 。
講 。 平 ｜ 金 子 基 之 ｜ 助教授に昇任させる 1 40 . s . 1 I 。。 ｜ 吉 岡 周 明 ｜。 。 � イP。 lロ,._ 奨 ｜ 1 40 . s .  1 I （薬 学 部〕 。 ，， 
事文 理務学 部長｜｜ 松 沢 義 治 ｜｜ 工学部事務長に配置換する 1 40 . 4 .  is 1 。
事工 学務 雲 ｜ 柳 瀬 茂 光 ｜ 文理学部事務長に配置換する 。 イP
｜ 寺 林 治 男 ｜ 技術員 （施設課） に採用する i 4o .  4 .  21 I 富 山 大 学
｜ 前 田 邦 樹 ｜ 事務員 （庶務課） に採用する 1 40 . s .  1 1 。
｜ 森 田 憲 治 ｜ 用務員 （工学部〉 に採用する 。 。
｜ 竹 越 栄 俊 ｜ 助手 （ 。 〉 に採用する i 4o . s .  i I 。
｜ 竹 内 茂 弥 I � （教育学部〉 に採用する 。 ィP
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常 繕 係 長。 〕 ！ 沖 健 松 l � 工営係長に配置換する学 生 係 長 ｜ ＋ （学 生 課〉 ｜ 黒 田 信 吉厚 生 係 長 ｜（厚 生 課） I 鏑 木 隆 二
号 健。係 手 ！ 安 守 数 雄学 務 係 長 i（薬 学 部〕 ！ 高 倉 弘 一 i
（工 毛 部） I 藤 森 清 一 ！文 部 事 務 官 ｜（会 計 課〉 ｜ 永 森 俊 夫 i
c � ) I 山 岸 長 幸 l
（ ； 〉 ｜ 水 口 妙 子 1
L文 岳 部） I 中 林 邦 夫 ｜
（ ； 〉 ｜ 森 田 美喜子 ｜
（教 育て学 部〕 ｜ 真 野 節 子
c � ) I 永 森 寿 子
( � 〕 ｜ 松 村 すゑ子
（経済。宇 部〉 ｜ 蔵 北 博
（工 毛 部） I 荒 屋 克 子 ｜
（附属白書館） ｜ 梶 原 和 枝 ｜
手庶 議 課手 ｜ 河 崎 美智子 ｜
（ ； 〕 ｜ 岡 田 東 彦 ｜
（ ； 〕 ｜ 尾 山 吉 昭 ｜
マ1�＼r I 氷 見 嘉 康 ！
寺工 整 部手 ｜ 加 賀 見 実 ！
（庶 急 課〕 ｜ 育tr 田 邦 樹 ！
？会 詳 課手 ｜ 津 林 繁 信 ｜
事 務 界 ｜ 尾 山 吉 昭 ｜（工 学 部〉 ｜ ｜ 用 務 員 ｜ I （ ク 〉 ｜ 石 田 周 一 ｜文 部 事 弘官 ｜ 高 戸 耕 作 ｜（文 理 学日日） ｜ ｜ 
考会 書 課手 ｜ 原 泰 熊 ｜
（ ； 〉 ｜ 森 田 義 保 ｜
守 ラ 手 ！ 高 野 直 美 ｜
守施 喜 課手 ｜ 寺 林 治 男 ｜


































（昭和40年 4 月一 7 月〉
I 40 . 4 . 1s I 富 山 大 学
｜ 的 s . 1 I I � I I � I 
I � I I � I 
｜ ク I
I � I 
｜ 。 1I � I 
I � I 
l タ ｜
｜ タ ｜I � I 
I � I I � ! 
I � I I � I 
I � I 
I � I 
｜ 。 ｜I � I 
J 4o .  s .  10 I 
I � I I � I 
｜ 的 6 . 1 I 
日��� 10 I 
I 40 . 4 . 30 I I � I 
I � I 
I � I 
｜ 却 5. 26 1 
l 岨 6 却 ｜
1 40 . 7 .  31 I 
第65～68号 品.... -7-' 
も 引続 き 教授 と し て在任 さ れ， その間， 34年 6 月 か ら 38年
学 内 諸 報 I s 月 ま で 2 期にわた っ て 本学評議員に併任 さ れた。
I な お， 本学の名誉教授は， 原富慶太郎， 岡 本基， 中沖太
名 誉教授の称号授与
！ 七郎の 3 氏に次いで第 4 人 目 と な っ た。
3 月 31 白 付で本学 L文理学部〉 を停年退職 さ れた植木忠 ｜
｜ 明年度 入試学力 検査教科夫元教授に対 し， 4 月 1 日 付で富山大学名誉教授の称号が ｜
授与 さ れた。 同教授は， 昭和 3 年4 月 富山高校 （旧借り に ｜ 昭和41年度富山大学入学者選抜学力検査実施教科 ・ 科 目
岨 講師 と し て就任， 同年 6 月 教授に昇任， そ の後本学開学後 i は， 次 の と お り 決定， 学生部か ら 発表 さ れた。









































































































「｜ ｜ 川 I
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報 （昭和40年 4 月一 7 月〉




1. 教育学部中学校教員養成課程の音楽， 美術， 保健休育
専攻を第一志望とする志願者に限 り ， 社会科ま たは理科
の う ちいずれかの 1 科 目 の代 り に専攻に応じ次の表の よ
う に代替えする こ とができ る。 ただし， こ の代替科 目を
選んだ志願者の第二志望は認めなし 、。
i 専攻別 ！ 実 技 検 査
I I Ol"�lli:'2 I i .  簡易な新聞l（聴音書取を含む〉I 2 . コ ール ・ ユ ー プン ゲン第45番！ （原書） ま での範囲。
I 3 .  既習の随意歌山
1 0器楽弾奏
音 楽J 1 . ピ ア ノ ｜楽｜ ツ ェル ニ イ 30番 8 ・ 9 ・ 18・
I 20 ・ 21 ・ 23 ・ 29 ・ 30 の う ちか l
｜ ら試験の際指定 ｜ 
｜ ロ 既習の随意ピア ノ 曲 ｜ 
1 2 . 管弦打楽器 「受検随意〉
（
希一り …器 の う ちその一つを 選んで検査を 受けるこ とができ る つ
0素描 鉛筆で石膏像を写生する美 術l oデザイ ン 平面構成用具材料は本学で準備する。










2 .  教育学部中学校教員養成課程の音楽および保健体育専
攻を第一志望ま たは第二志望とする志願者については，
それぞれの専攻について適性を調べる。 ただ し， 前項の
代替科目を受験科 目 と して選択した者を除 く 。
示年勤続者の 表彰
本学職員表彰規則に よ る本年度の表彰式は， さ る 5 月31
日 （開学記念 日 〉 の午前11時から本部会議室において行な
われ， 次の10氏が永年勤続者と して表彰された。
l
【勤統35年】 ｜ 丸L 山 豊 一（
三 橋 監 物（薬 学 部〉 ｜ 井 波 勝 二（庶 務 課）
【勤続20年】 藤 堂 一 雄（附属小学〉
石 瀬 秀 治（経済学部〉 石 戸 貞太郎〔 。
友 杉 芳 春（ ,,,, 藤 浪 弘（ ,,,, 〕
柳 瀬 弥 逸（附属中学） 高 辻 きみ子（工 学 部〉
本学五福集中にと もな う 学内諸施設の拡充については，
先に放射性同位元素総合実験室の開設をみ， さ らに次の施
設等が， 竣工， 開設された。
（施設名〉 （開設月 日 〉 （責任者等〕
計算セ ン タ － 4 月 15 日開室式 室長＝田中専一郎教授
学 生 会 館 6 月 7 日 開館式 館長＝学生部長
新 樹 寮 8 月 9 日 開寮式 管理責任者＝学生部長
職 員 ？肖 J題、
く新 任 者〉
教 育 学 部





｜ ｜ 万戸～ 一森 田 憲 治1 1 �a γ コ
！ ｜ 附�� ： 書
； 崎 高 応
竹 越 栄 俊
前 田 邦 樹




！ 本 部 1




13 日 計算セ ン タ ー運営委員会
15 日 計算セ ン タ ー開室式
16 日 評議会 （第 1 回）
19 日 大学院入学式





30 日 評議会 （第 2 回）
5 月7 ・ 8 日 国立大学事務局長会議 （国立教育会館）
11 日 文理学部関係国立大学長協議会
13 ・ 14 日 東海北陸地区学生部課長会議
14日 学部長懇談会
14 ・ 15 日 国立学校会計部課長会議
- 17 一
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18 ・ 19 日 国立学校庶務部課長会議
。 。 施設部課長会議
21 日 評議会 （第 3 回〉
26 日 定期健康診断
26 ・ 27 日 全国薬科大学長会議
28 日 評議会 （第 4 回）
29日 第11回大学祭 （ 6 月 2 日 ま で）
31 日 開学記念 日 ， 永年勤続者表彰式
6 月 3 日 事務協議会
4 白 文理改組及び教養部設置に対する事情聴取
（大学学術局長→学長〉
5 ・ 6 日 北陸 3大学事務局交歓野球大会 （福井大〕
7 日 学生会館竣工 ・ 開館式
9 日 腸 ・ パ ラ チ フ ス予防接種
目 日 評議会 （第 5 回〕
14 日 予算審議に関する小委員会
16 ・ 17 日 全国一せい小 ・ 中学校学力調査
18 ・ 19日 東海北陸地区国立大学長会議 （本学）
21 日 学部長懇談会
21～25 日 国立大学初任部課長研修会 （教育会館〕
24 ・ 25 日 国立大学協会総会 （第34回， 教育会館）
26 日 国立大学長会議 （教育会館）
28 日 国大協第 2 団連絡会議 （教育会館〉
30 日 大学入学者選抜実施要項趣旨徹底協議会
（京都学芸〉
7 月 1 日 学術会議第 7 期選挙有権者名簿縦覧（10 日 ま で〉
2 日 入学者選抜方法研究委員会




10 日 北陸 3 大学学生体育大会
12 日 県内事業所代表と の就職懇談会
12～14日 東海北陸地区給与事務説明会 （金沢大〉
15 日 国立大学の人事関係事項の説明聴取 （文部省〉
16 日 国立学校施設整備概算要求説明聴取 （ -'/ ) 
17 日 国立学校の概算要求説明聴取
タ 給与事務監査 （人事院〉
30 日 評議会 （第 7 回〉
31 日 41年度入試要項 （教科， 科 目 〉 発表
｜互理 学 部 ｜
4 月 12日 学部オ リ エ ンテー シ ョ ン









21 日 文学科懇話会 （舘教授の研究発表＝Schleier­
macher の “Oper dje Religion，， について〉
26 日 ゲーテ協会富山支部総会
5 月 4 日 ド イ ツ連邦政府新聞情報庁顧問 レーベンシ ュ タ
イ ン教授講演＝ ド イ ツ の若人は何を考え るか＝
1 1 日 教 授 会
。 人事教授会
13日 学部改組委員会
17 ・ 18 日 全国文理学部長連絡協議会 （山口大学〉
18日 学部図書委員会
19～21 日 X線間接撮影実施
20日 ラ フ ァ イ エ ッ ト 大学教授ハ ン ドセ ー カ 一博士講
演＝米国における市民権の発達 ・ 特に黒人問題を
中心と して＝
20 ・ 21 日 全国文理学部事務協議会 （佐賀大学〉




6 月 2 日 教 授 会
9 日 教 授 会
。 腸 ・ パ ラ チ フ ス予防接種
21 日 ウ イ ス ロ ッ プ大学 （南カ ロ ラ イ ナ州） 学長チャ
ールズ ・ デー ウ イ ス氏来学講演
22日 一般定期健康診断
。 立山研究室運営委員会




29日 日 本学術会議 日本史資料セ ン タ 一公聴会
30 日 教 授 会









｜ 教 育 学 部 1
4 月 9 日 人事教授会
12日 新入学生オ リ エ ンテーシ ョ ン及び健康診断
14 日 教務委員会
。 大学問題対策委員会
。 教 授 会
- 18 ー
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。 教 授 会
26 日 補導委員会
｜ 経 済 学 部 ｜
（昭和40年 4 月一 7 月 〉






15 日 第 1 回教授会
14 日 日 本教育大学協会北陸地区第 2部会技術， 職
。 学部運営委員会
。 人事教授会












6 月 1 日 臨時教授会
2 日 人事教授会
4 日 呉山会役員会
9 日 教務委員会， 予算委員会， 教授会
11 日 予算委員会
15 目 。
16 日 選考委員会， 人事教授会
。 臨時教授会
。 定期健康診断 （腸 ・ パ ラ チ フ ス予防接種〉
タ 全国一せい学力調査 （附属小 ・ 中学校〕
17 日 。 （附属中学校〉
23 日 選考委員会， 学部補導委員会， 教務委員会
25 日 選考委員会
28日 大学問題対策委員会
29日 補導委員 ・ 寮補導委員と の合同委員会
30日 選考委員会， 職業補導委員会， 教務委員会
7 月 3 日 選考委員会
5 ・ 6 日 富山県教員採用説明会並びに懇談会




21 日 人事教授会， 予算委員会
24日 呉山会役員会







。 第 3 回教授会
25 日 職業補導委員会
6 月 15 目 。
16 日 人事教授会
。 学部運営委員会
17 日 第 4 回教授会
22 日 職業補導委員会
26 目 。









16～18 日 日 本統計学会
20 日 職業補導委員会
26 目 。
｜ 薬 学 部 1
4 月 1 ・ 2日 薬剤師国家試験 〈当学部〉
5 ～ 7 日 日 本薬学大会 （福岡市〉
- 19 -
12日 新入学生オ リ エ ンテ ー シ ョ ン及び健康診断
13 日 授業開始




22日 教 授 会
23 日 小林文部事務次官来学
30 日 薬学研究科授業開始





16 日 元素分析シ ンポジ ュ ウ ム （ 日 本化学会中部支部
主催）
17 日 教 授 会
ク 薬学研究科委員会
20日 薬学部創立75周年記念事業実行委員会
24 日 一 国立 （旧制 ・ 新制） 大学薬学部科長会議
25 日 国立大学薬学部 〔科〉 長会議
。 国公立大学薬科大学 （部 ・ 科〉 長会議
26 ・ 27 日 全国薬科大学 （部 ・ 科〕 長会議
6 月 4 日 定期健康診断 ex線間接撮影〉
5 日 日 本薬学会北陸支部例会 （金沢大学〕
10 日 定期健康診断 ex線直接撮影〉
16 日 教 授 会
。 定期健康診断 （一般検診）
23 日 4 年次学生前期末試験 （28 日 ま で）
24日 75周年記念事業実行委員会
7 月 1 日 4 年次学生再試験
5 日 授業終了 （代替補講授業 6 ～10 日 〉。 75周年記念事業実行委員会
7 日 関西薬学生連盟総合大会壮行会
8 日 教授会， 職業補導委員会
9 日 学生大会




15～19日 関西薬学生連盟総合大会 （於， 本学〉
27 日 日 本薬学大会準備委員会
28 日 学部共同利用研究施設装置管理運営委員会
｜王＿＿＿！_ffi]
4 月 12 日 新入学生オ リ エ ンテ ー シ ョ ン及び健康診断






5 月 7 日 X線撮影及び腸パ ラチ フ ス予防接種
8 日 学部スポー ツ 同好会総会
13 日 温交会委員会
19日 教 授 会
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26 日 学生定期健康診断
6 月 2 日 学部 レ ク リ ュ ー シ ョ ン運営委員会
10 日 人事院名古屋地方事務所渡辺第 2課長来学 （国
家公務員採用上級試験に関する教授と の懇談会〉
16 日 教 授 会
30 日 北陸信越工業教育協会総会及び評議会
7 月 7 日 教 授 会
10 ・ 11 日 学部 レ ク リ ュ ー シ ヲ ン （下目温泉〉
12 日 福井大学工学部工場係高島， 片岡両技官来学
17 日 人事院よ り 給与監査のため監査官 2 名来学
19 日 文部省主l属大学開放講座
20 日 富 山商船高校勝田校長来学




4 月 12 日 事務打合せ会 （第 1 回〉
13 日 時間外 （夜間） 開館開始
22 日 県図書館協会理事会 〈県立図書館〉
23 日 40年度館長会議第 1 回委員会 （東京大学J
26 日 科学文献利用者総会 （県立図書館）
27 日 事務打合せ会 L第 2 回）
30 日 j北信地区国立大学附属図書館協議会5 月 1 日 i （福井大学〉
11 日 図書館商議会 （第 1 回〉
17 日 県図書館協会総会 （県立凶書館〉
6 月 16 日 図書館資料整理事務研修会 （第 1 回〉
25 目 。 （第 2 回〕
29 日 40年度館長会議第 2 回委員会 （北海道大学〉
30 日 j 国立大学図書館研究集会及び館長会議7 月 1 日 l （北海道大学〉
7 日 事務打合せ会 （第 3 回）
16 日 図書館商議会 （第 2 回〉
24 日 時間外 （夜間〉 開館休止
27 日 県立図書館協会理事会 L県立図書館〉
｜ 経営短期大学部 i
4 月 1 日 新旧主事事務引継
10 日 入学式， オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
12 日 前学期授業開始
。 新入生歓迎会
13 日 休育実技オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
14 日 学生定期健康診断 ex線撮影〕
20 日 授業料減免選考委員会
。 教官会議 （第 1 回〉
。 定期健康診断
24 日 経済 ・ 短大合同観桜会
5 月 12 日 職員健康診断
21 日 教官会議 （第 2 回）
26 日 短大後援会総会
